
第１学年 松竹組 算数科『たしざん・ひきざんのもんだい』略案

指導者 大須賀 章子

１．日時 １２月 ６日（木） ２校時（９：２０～１０：０５）
２．ねらい 今まで学習したたしざんやひきざんを使って問題を考え解くことができる。

３．本時の実際

時 間 学 習 活 動 と 児 童 の 動 き 教 師 の 支 援 及 び 評 価（◎評価） セ ン タ ー の 先 生 の 支 援

９：２０ １．たしざん・ひきざんの復習をする。 ・授業開始と同時に復習問題としてたしざん
・ひきざんをフラッシュカードで問題を出
す。

９：２５ ２．課題をつかむ。
・たしざんかひきざんかどちらかを考

たしざん・ひきざんのいろいろなもんだ える問題
いにチャレンジしよう。 ・式から文章を考える問題

・文章題にたくさんの数が入っている
問題から必要な数字を選んで立式す

９：３０ ３．課題に取り組む。 る問題
以上のような，上位の子どもをもっ
と伸ばしていけるような問題を提示
する。

９：４０ ４．それぞれの考えを発表し合う。 ・子どもたちの考え方のよかったところや，
別の考え方を提示する。

９：５５ ５．説明を聞く。 ・発表した児童に対して賞賛したり，
助言したりする

１０：００ ６．ふりかえる。 ・感想や助言を話す。




